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Figure6男子高（賞賛獲得欲求）・低（拒否回避
欲求）群における影響過程
Figure7女子高（賞賛獲得欲求）・低（拒否回避
欲求）群における影響過程
し，自分の能力を示したいという思いを強く
持っていて，なおかつ人から嫌われたくない，
孤立したくないという思いを強く持っている女
子は，親しい友人に筆記用具や本などを貸して
もらうなどの日常的に行われやすい援助要請場
面において，頼むことで自分の評価が下がるか
なと心配することで援助要請が差し控えられる
方向に向くが，依頼相手の負担感を気にする程
度はむしろ援助要請行動を促進するということ
であった。
本研究において，負担懸念は援助要請行動に
対して抑制的に働くと想定していた。また，拒
否回避欲求が高い人は他者からの拒絶や孤立を
嫌うのであるから，援助要請に際して自己評価
が下がることも心配すれば，相手の負担も心配
して援助要請行動を選択すると考えていた｡(2)
における,性差の検討では女子の方が相手の負担
をより強く懸念するという結果であり，（３）に
おける賞賛獲得欲求及び拒否回避欲求との相関
の検討では拒否回避欲求を強く持つ者ほど負担
。ｑグＬＤ
●マユニ
価低下懸念 心的援助要請
負担懸念 利己的援助要請
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懸念を強く感じるという結果であった。これら
の結果から言えば，この群は負担懸念を相対的
に強く感じる群と言えるのであるが，負担懸念
は抑制的に働くどころか促進的に働くという結
果となっている。つまり，負担懸念を強く感じ
る者がその強さ故に援助要請行動を差し控える
とは言えないということが明らかとなり，また
拒否回避欲求の高い人が相手の負担を心配して
援助要請行動を差し控えるわけではないという
ことが明らかとなった。
この結果は，質問において想定した依頼相手
が親しい同性の友人であったということに関係
していると思われる。つまり，依頼に際して相
手の負担を気にしがちな人は，誰にでも気軽に
依頼できるというわけではないため，相手の負
担感が心配されるような場合には，負担をかけ
るかもしれないが理解して応じてくれるであろ
うと感じる親しい友人に依頼する傾向が高くな
るということなのかもしれない。また，相手の
負担を強く感じながらも頼れるからこそ親友で
あるという感覚，親友には甘えられる，甘えら
れるからこそ親友であるという感覚が，このタ
イプの女子においては強くあるのかもしれない。
一方評価低下懸念については，賞賛獲得欲求
の高い人は援助要請に際して自己評価が下がる
ことを心配して援助要請行動をとるであろうと
予想していたが，このことは予想通りの結果と
なった。しかしながら，男子と女子とで抑制的
な影響を与える援助要請行動が異なっている。
山口・西川（1991）が指摘する性役割規範故の
結果であろうか。
次に，両欲求が共に低い群では，男子におい
てのみ有意な関係が見いだされ，負担懸念が日
常的援助要請に対して促進的に働き，評価低下
懸念が日常的援助要請および心的援助要請に対
して抑制的に働くという結果であった（Figure
5)。つまり，抑制的側面についてだけ言えば，
自分を積極的にアピールし，自分の能力を示し
たいという思いをあまり持っていないだけでな
く，人から嫌われたくない，孤立したくないと
いう思いもあまり持っていない男子は，依頼す
ることによって自分の評価が下がるかもしれな
いと心配する気持ちが強くあると，日常的に行
われやすい援助要請や悩み事を打ち明けての相
談をもちかかけることが差し控えられる方向に
向くということであった。
この群では，負担懸念も評価低下懸念も援助
要請行動に対して抑制的に働くことはないであ
ろうと予想していたのであるが，結果は，負担
懸念が促進的に働き，評価低下懸念が抑制的に
働くというものであった。負担懸念が日常的援
助要請に対して促進的に働いているのは，先述
したとおり，相手の負担を強く感じながらも頼
れるからこそ，親友であるという感覚，親友に
は甘えられるという感覚が，このタイプの男子
においては強くあってのことなのかもしれない。
また評価低下懸念が心的援助要請に抑制的に働
いていることについても先述したとおり，山
口・西)|’（1991）の言う性役割規範の影響が強
くあってのことなのかもしれない。
そして，賞賛獲得欲求が高く，拒否回避欲求
が低い群では，男子も女子も，利己的援助要請
に対して負担懸念が抑制的に働くという結果で
あった（Figure6,FigulW)。これはつまり，自
分を積極的にアピールし，自分の能力を示した
いという思いは強く持っているが，人から嫌わ
れたくない，孤立したくないという思いはあま
り持っていない人は，自分本意な依頼に際して
は相手の負担感を心配する気持ちが抑制的に働
くということである。相手の負担を気にかける
気持ちは，日常的でありふれた援助を求めるこ
とには関係しないが，お金を貸してもらったり
自分の代わりに買い物に行ってもらったりする
などの自分本位的なお願いをしづらくするとい
うことなのであろう。
この群においては評価低下懸念が抑制的に働
くと予想しており，負担懸念の抑制的働きは予
想していなかった。（３）の相関の検討結果から
すれば，負担懸念の程度は他の群に比べて相対
的に低い群である。相手の負担を心配すること
原田・出雲：賞賛獲得欲求・拒否回避欲求が援助要請行動とその抑制要因に与える影響５５
によって利己的な援助要請が差し控えられると
いう関係自体は分かりやすいのであるが，なぜ
この群においてこの結果が得られたのであろう
か。本研究では取り上げていない要因の影響が
考えられる。賞賛獲得欲求のあり方と拒否回避
欲求のあり方とによる援助要請行動の現れ方を
検討するには，さらに様々な要因を検討してい
く必要があると言えよう。
要請を抑制する要因は異なるということである。
今回は援助を求める相手を親しい同性の友人と
設定した。今後はこうした援助を求める相手と
の関係性や，先述したように性役割意識，他者
比較における優劣意識,自己有能感や劣等感や，
また依存欲求のあり方などと，賞賛獲得欲求，
拒否回避欲求との関連について，検討を重ねて
いく必要があろう。
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